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東亜大附属が追加 今春は３校 
   

   

   

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

日本医労連 看護交流集会で意思統一 
今年が勝負の年 養成所開設と内容改善を 

  日本医労連は 2月 3～4日、熱海後楽園ホテルで、「2004 年春・看 

 護要求実現全国交流集会」を開催し、248 名が参加しました。 

  集会では、「医療事故から学ぶー医療の現実と改革の課題」と題し 

 て、小林洋二氏（弁護士、患者の権利法をつくる会事務局長）から 

 記念講演をいただき、大村淑美看護闘争委員長（日本医労連副委員 

長）が基調報告をおこないました。 

  7 つの分科会に別れ、討論しましたが、｢2 年課程通信制分科会｣に 

   
 

来春は 9 校名のり 
 

 来年春の 2年課程通信制開設については、1月末が厚生労 

働省への計画書提出期限となっていました。まだ計画書段階 

であるということで、厚生労働省は情報を明らかにしていま 

せんが、各地の情報を総合すると、9校が提出したものと思 

われます。 

 それは北海道、埼玉、東京、岐阜、愛知、和歌山、徳島、 

福岡、熊本の 9校です。 

 放送大学の活用計画などについては、現在日本医労連が集 

約中です。まとまり次第、ニュース等で紹介します。 

 今後、厚生労働省から審査を受け、7月に申請書提出、12 

月に開設認定という手順となります。 

 なお、これとは別に、1校が短大としての来春開設を計画 

しています。早ければ 6月に文部科学省へ申請するものと思 

われます。ただし、短大として開設の場合、入学資格は高卒 

以上ですから、中卒の方は対象外となります。 
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 1 月 27 日、厚生労働省は、東亜大学学園附属看護学院（山口

県下関市）の新設を、追加して認可しました。昨年末に認可され

た福岡看護専門学校、別府大学附属看護専門学校とあわせて、今

春の 2年課程通信制の開設は 3校となりました。 

 東亜大学学園附属の 1 学年定員は 250 名で、学費は 2 年間で

82 万 2 千円です。 

 入学願書の受付は 2月いっぱいとなっており、同校に問い合わ

せれば、今年度のみ無料で必要書類が送られてきます。入学選考

は小論文で行われます。 

 同校の最大の特徴は、「ブロードバンド通信授業」で実施され

ることです。自宅等からコンピューターを使って、インターネッ

トでいつでも授業を視聴・学習することができます。 

 放送大学の活用に関しては、入学前の修得分のみ、単位認定を

受けることができます。入学後は、すべて同校のブロードバンド

通信授業で履修することになります。 

 認定可能科目は、放送大学の対応科目のほとんどが入りました

が、放送大学のラジオ放送の 3科目（成人・老年・母性看護学。

今後開設予定）については、認定しない方向で検討されている模

様です。 

 ただし、同校の科目は 1単位となっているものが多いため、放

送大学で修得した単位の大部分が 2単位ではなく、1単位とし認

定されることになります。 

  詳細については、別紙を参照してください。 

 

 

 そして、①公的責任を明確化し、少なくとも各県 1 校を基本

に養成所を開設させるという課題でも、②よりよい内容に改善

させるという点でも、「今年が勝負の年になる」と、とりくみの

強化を意思統一しました。 

 養成所づくりの課題では、一気に 46 市町村の 12 月議会で、

県への意見書・請願を採択させた新潟県などに学び、全県で署

名や請願などのとりくみを具体化し、公的責任で今年中に開設

のメドをつけさせていくことが確認されました。 

 内容改善のとりくみでは、①病院見学や面接授業の便宜性の

担保など、勤務との両立保障のための支援体制、②放送大学の

活用の統一・共通化、③修学費用軽減の財政支援、④1 単位 1

レポート問題など制度内容改善など、准看護師の具体的な声で

要求を練り上げ、国・自治体へ迫るたたかいを意思統一しまし

た。 

は 39 名が参加し、活発な

討論となりました。 

 分科会参加者の半数近

くが実際に放送大学の受

講者ということもあり、3

校の内容分析や養成所開

設を求めるとりくみにつ

いて、中身の濃い交流が

図られました。 



新たに開設を認可された東亜大学附属の概要 
                               2004年2月（第2版）、日本医労連看護闘争委員会 

 

 厚生労働省は 1 月 27 日、2 年課程通信制を開設する東亜大学学園附属看護学院の新設を認可しました。昨年 12 月 24

日に認可された福岡看護専門学校、別府大学附属看護専門学校とあわせて、本年4月の開設は、計3校となりました。東

亜大学学園附属看護学院の概要は下記のとおりです。 

 

学 校 名 学校法人  東亜大学学園附属  看護学院 

住  所 〒７５１－８５０３  山口県下関市一の宮学園町２－１  （4月以降に「一の宮学園町3-61-10」に移る） 

電話番号 ０８３２－５６－７７１１      大学代表56-1111 

入学定員 ２５０名 

修業年限 ２年間（最大で６年間在籍できる） 

学  費 
計８２万２千円＝初年度納入金43万6千円（入学金5万円＋授業料24万5千円＋実習費10万5千円＋教材費3万6千円）

＋次年度以降38万6千円（授業料24万5千円＋実習費10万5千円＋教材費3万6千円）。ただし、教科書代は含まない

問い合せ先 同学院入学事務局（0832-56-7711 FAX56-7744） 

募集要項等

の請求方法 
2月になると準備が整うので、同学院入学事務局に電話等で請求のこと。今年度のみ無償配布 

出願書類 
入学志願票（同学院所定の用紙）、調査書（同学院所定の用紙）、入学検定料２万円（郵便為替）、准看護師免許証のコピ

ー、就業証明書など 

願書受付 ２００４年２月２日～２月２７日（当日消印有効） 

入学選考 
小論文（800字程度）。3月2日付で入学志願者全員に、小論文の課題と提出用紙が発送される。本人直筆で記入し、

3月12日必着で提出する 

合格発表 ２００４年３月１９日（合格者には本人宛書状で通知。電話による問い合わせは不可） 

入学手続き ３月１９日～３月３０日（必着）の間に、初年度納入金（43万6千円）の納付などを完了すること 

放送大学の

活用の方法 

同学院ですべての科目を実施する。ただし、入学前に放送大学等で修得した単位についてのみ、単位として認定を

受けることができる。放送大学の認定可能科目は別紙のとおり 

通信学習 

の内容 

インターネットを使って、「ブロードバンド放送講義」として実施する。各科目の開講期間中であれば、コンピュ

ーターでいつでも視聴・受講できる。なお、1 単位となっている科目が相当数あるため、科目数は通信学習 33 科

目＋臨地実習7分野の計40科目となる。具体的な開設科目は別紙のとおり 

臨地実習 

の内容 

各専門分野の通信学習修得後に、紙上事例演習（各 3 事例）、病院見学実習（各 2 日）、面接授業（各 3 日）の順序を

基本にして実施する。7分野ごとに日程の希望をとり、グループをつくっておこなう。実施時期は、基礎看護学が

1年次の 10～12 月、成人看護学と小児看護学が 2年次の 4～6 月、老年看護学と母性看護学が 2年次の 7～9 月、

在宅看護論と精神看護学が2年次の10～12月となっている 

留 意 点 

① 通信学習が、「ブロードバンド放送授業」で実施される点が大きな特徴である。開講期間中はいつでも視聴で

きるが、コンピューターとインターネット環境が必要となる 

② 放送大学の活用については、入学前の修得単位のみ認定されるが、放送大学の認定可能科目のかなりのものが

対象となった。ただし、同学院の設定は1科目1単位のものが多いため、1単位として認定される場合が多い 

③ 放送大学の活用において、専門分野については、看護学概説と基礎看護学、そのどちらか一方しか認定されな

い。また、2005 年度以降の入学者から該当することとなる放送大学のラジオ科目（成人･老年･母性看護学）につ

いては、認定しない方向で検討されているようである 

④ 学費については、別府大学附属看護専門学校の場合（1単位1万円）とは異なり、定額で設定されており、１

年分をまとめて納付することになる。「次年度以降」と記載されているのは、留年等の場合には、毎年同額が必要

になるということ 

⑤ 臨地実習分は、かなり分散して設定されている。通学・拘束日数は、1年次は10～12月の3ヶ月間に5日と、

2年次は4～6月、7～9月、10～12月の各3ヶ月ごとに10日となっている 

 

 

 



参考・東亜大学学園附属看護学院のカリキュラム 
                                          2004年1月、日本医労連看護闘争委員会 

教 育 内 容 科目・単位数 開講時期 放送大学の対応科目 

心理学 １ 1年次4～6月 

教育心理学通論､心理学初歩､生涯発達心理学､発達と学習､乳幼児

心理学､老年期の心理と病理､認知科学､労働と生活の心理学､感情

と認知､人格心理学､臨床心理学概説､児童の臨床心理､発達障害児

の心と行動､知覚心理学､心理学研究法､現代の社会心理学､人格心

理学､心の健康と病理 

情報科学 １ 1年次4～6月 

物理の世界､人間科学の可能性､科学･技術と社会､実験科学の方法､

マスメディア論､バイオテクノロジー､情報工学と社会､電子技術と

社会､確立と統計､データの科学､光電子技術とＩＴ社会､統計学入

門 

法律と人権 １ 1年次4～6月 法学入門､立憲主義と日本国憲法､法の世界 

論理学 １ 1年次4～6月 科学の思想と論理､国語学概論 

人間関係論 １ 1年次4～6月 

現代人のための哲学､現代の哲学､自己を見つめる､社会学入門､家

族論､都市と人間､家族と生活ストレス､生活の経営､現代社会にお

けるライフコース､家庭･学校と地域社会､コミュニティ論､環境社

会学､文化人類学､ジェンダーの社会学､保健体育､現代社会とスポ

ーツ､哲学入門､家族のストレスとサポート､近代の日本文学 

教育学 １ 1年次4～6月 

次世代育成を考える､教育社会学､国際化と教育､生涯学習と自己実

現､学習の心理学､障害児教育論､カウンセリング概説､学習科学､語

学（英語･ドイツ語ほか） 

基

礎

分

野 

７

単

位 

科学的思考の基盤 

 

および 

 

人間と人間生活の

理解 

７ 

食と文化 １ 1年次4～6月 

基礎生物学､生物学の歴史､集団と環境の生物学､ゲノム生物学､分

子生物学､多様性の生物学､細胞生物学､食品の成分と機能､食生活

をめぐる諸問題､食分の安全性を考える 

解剖生理学Ⅰ １ 1年次10～12月 人体の構造と機能

解剖生理学Ⅱ ２ 1年次10～12月  人体の構造と機能 ５ 

代謝栄養学 ２ 1年次10～12月  

病理学Ⅰ １ 1年次10～12月 疾病の成立回復促進 

病理学Ⅱ ２ 1年次1～3月  

薬理学 １ 1年次10～12月 薬の歴史・開発・使用 

疾病の成り立ちと

回復促進 
５ 

微生物学 １ 1年次10～12月 微生物機能に学ぶ化学､感染症と生体防御 

公衆衛生学 １ 2年次7～9月 公衆衛生 

社会福祉 １ 2年次7～9月 社会福祉入門､社会福祉の国際比較､地域福祉論､高齢者福祉論 

関係法規 １ 2年次7～9月  

専

門

基

礎

分

野 

14

単

位 

社会保障制度と生

活者の健康 
４ 

保健医療論 １ 1年次4～6月 患者からみた医療､国際共生と健康 

基礎看護学Ⅰ ２ 1年次7～9月 看護学概説、基礎看護学04秋 

基礎看護学Ⅱ ３ 1年次7～9月  基礎看護学 ７ 

基礎看護学Ⅲ ２ 1年次7～9月  

在宅看護論Ⅰ １ 2年次7～9月 在宅看護論04秋 
在宅看護論 ３ 

在宅看護論Ⅱ ２ 2年次7～9月  

成人看護学Ⅰ １ 1年次1～3月 ？ 
成人看護学 ３ 

成人看護学Ⅱ ２ 1年次1～3月  

老年看護学Ⅰ １ 2年次4～6月 ？ 
老年看護学 ３ 

老年看護学Ⅱ ２ 2年次4～6月  

小児看護学Ⅰ １ 1年次1～3月 小児看護学05夏 
小児看護学 ３ 

小児看護学Ⅱ ２ 1年次1～3月  

母性看護学Ⅰ １ 2年次4～6月 ？ 
母性看護学 ３ 

母性看護学Ⅱ ２ 2年次4～6月  

精神看護学Ⅰ １ 2年次7～9月 精神看護学04夏 
精神看護学 ３ 

精神看護学Ⅱ ２ 2年次7～9月  

基礎看護学 ３ 基礎看護学実習 ３ 1年次10～12月

在宅看護論 ２ 在宅看護論実習 ２ 2年次10～12月

成人看護学 ３ 成人看護学実習 ３ 2年次4～6月

老年看護学 ２ 老年看護学実習 ２ 2年次7～9月

小児看護学 ２ 小児看護学実習 ２ 2年次4～6月

母性看護学 ２ 母性看護学実習 ２ 2年次7～9月

専 

 

門 

 

分 

 

野 

 

 

25 

＋ 

16 

単 

位 
臨

地

実

習 

精神看護学 ２ 精神看護学実習 ２ 2年次10～12月




